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あらまし：受験時の学習者状態を回答させる補助回答システムを持ち，その回答に対応したフィードバッ

クを提供できる Moodle用多肢選択クイズモジュールを開発した．これにより，問題に対する解答と学習

者状態の回答の組み合わせに応じて，受験者毎に異なるフィードバックを与えることが可能となる．また，

補助回答の質問と選択肢は自由に設定できるため，利用者のアイデア次第で多様な活用が期待できる． 
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1. はじめに 

筆者らは，事前テスト時に学習者の状態に応じた

フィードバックを与えることの有用性を確認するた

めの実験をおこない，その結果，学習者状態に応じ

てフィードバックを適切にコントロールすることに

よる学習効果の向上および学習継続性の向上が示唆

された（1）．ここでの学習者状態とは，解答に対する

確信度や学習経験などであり，例えば，「学習したこ

とがあり，解答にも自信がある」「未学習だが，自分

なりに考えて解答した」といったものである．しか

し，同実験は Moodle（Ver.1.9）の標準機能のみで実

施したため，筆者らが意図しているフィードバック

機能を完全に満たすことができていなかった．その

後，Moodle の標準機能も拡充されてはきたが，最新

バージョン（Ver.3.2）においても標準機能のみでは

実現できない．そこで，学習者状態を考慮したフィ

ードバックを与える機能を付加することを目的とし

て，Moodle用クイズモジュールの開発をおこなった． 
 

2. 主機能の設計 

本プラグインで実現するのは，クイズ解答時の学

習者状態に対応したフィードバックの提示である．

学習者は，問題と一緒に示される複数の学習者状態

のなかから自分が該当するものを選択することで，

解答後には，選択した学習者状態に対応したフィー

ドバックを得ることができる（図 1, 2参照）． 

筆者らが進めている事前テストでの活用を前提と

した研究では，解答の正／誤と学習者状態により異

なるフィードバックを提供するため，学習者状態の

数（x）に対し，2x個のフィードバックを設定できれ

ばよい．しかし，学習者状態を問う質問は自由に設

定可能であることから事前テストのみでの利用にと

どまらず，中間テストや期末テスト（事後テスト）

での利用も可能である．その際，利用者によっては，

いずれの解答選択肢で不正解となったかで，異なる

フィードバックを与えたい場合も考えられる．その

ため，解答選択肢の数（y）に対しては，最大 xy個

のフィードバックを設定できるようにした．図 3は，

解答選択肢数 4，学習者状態を問う選択肢数 5 とし

た場合のフィードバック設定画面である． 

 

 
図 1 受験画面の例 

（図中の問題は ITパスポート試験公開過去問（2）より） 

 

3. 集計機能 

本プラグインには，学習者の受験結果を集計し，

教授者に対して可視化して提示する機能が実装され

ている．クイズ・テストとして一般的に必要となる，
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最高点，最低点，平均点，個別の成績などのほかに，

設問毎の学習者状態の分布（全体および正解者／不

正解者別），学習者毎の設問解答・学習者状態回答状

況一覧である．これにより，事前テスト時の得点の

みならず，受験者がどのような学習者状態にあるか

を把握することができる．例えば，既に学習経験が

あり，解答に自信がある受験者が多いにも関わらず

正答率が低い場合などは，当該項目の授業での説明

をより工夫するといったことにも活用できるだろう． 
 

 
図 2 フィードバック画面の例 

 

 
図 3 フィードバック入力画面 

 

4. 事前テスト以外での活用 

本稿では，本プラグインを事前テストで活用する

ことを想定しているが，汎用的なクイズモジュール

であるため，その利用は事前テストに限定されない．

また，学習者状態を問う質問と回答項目は固定され

ておらず，利用者が自由に設定できる．そのため，

アイデア次第で，多様な利用方法が期待される． 

例えば，学習に費やした時間や問題に対して感じ

る難易度を問い，それに応じたフィードバックを与

える方法が考えられる．また，設問の類題を提示し，

この問題であれば解けるというものを回答させる，

あるいは，問題のどこまでが解けているかを問うこ

となども可能であろう．そして，これらに対するフ

ィードバックは，異なる解説とするだけではなく，

個別の学習指針やアドバイスを示すことも有効にな

ると思われる．それぞれの学習者状態に応じて最適

と考えられる Web 上の学習リソースへのリンクを

設定したり，誤答に対しては，復習すべき事項や手

順を示すこともよいだろう． 

 また，教育場面ではなく，フィードバックを使わ

ずに教材開発段階の形成的評価で利用することも考

えられる．解答に対する自信の度合い（確信度）を

問い，教材での学習がどの程度確かなものであった

かを知ることもできる． 

 いずれにしても，本クイズモジュールで設定する

学習者状態（補助回答項目）は，実際に受験者に聞

かなければ分からない点を問うことにより，その利

用価値が高くなるものである． 

 

5. おわりに 

受験時の学習者状態を回答させる補助回答システ

ムを持ち，解答の正／誤と学習者状態に対応して異

なるフィードバックを提供できる Moodle 用多肢選

択式クイズモジュールを開発した．筆者らは，事前

テストでの活用を想定して研究しているが，開発し

たモジュール自体は汎用性が高く，利用者のアイデ

ア次第で中間テストや期末テスト等での利用も可能

である．今後は，ユーザビリティ評価を行い，より

利用しやすいモジュールへ改善した後に一般公開す

ることとしたい． 
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